


 

 

１ 自ら進んで、学習や課題に根気よく取り組む児童 

２ 仲間を尊重し、互いに協力し、高め合うことができる児童 

３ 自主自律の精神を持ち、チャレンジ精神旺盛な児童 

  
 
 
１ ６年間で継続的な教育を行い、生徒の個性の伸長、体験学習の充実を図り、大学進学など 

の進路実現と、生涯にわたって学び続ける力を育てます。 

２ 各教科の授業時間数を十分に確保します。（深い学び、思考力・判断力・表現力の育成） 

３ 「総合的な学習の時間」において、高校ＳＳＨと連携し、「総合知」を活用した探究的な学び

を行います。 

 

 
  

☆校時表（案）55 分授業   ☆中学１年生の時間割イメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ１ 制服や給食はありますか？ 

Ａ１ 柏崎高校と同様に制服はありません。 給食は柏崎市内の弁当業者による主菜・副菜・汁

物を含む献立で、学校給食に近い形での提供を行います。 食物アレルギー等への対応

として、昼食の持参も可能です。 

Ｑ２ 中学での部活動はどうなりますか？ 

Ａ２ 原則は、柏崎地区の地域体育を利用した部活 

動への参加を推奨します。 高校生と一緒に取 

り組める部活動については、現在検討中です。 

☆SSH と総合知について 

ＳＳＨ（スーパー・サイエンス・ハイスクー

ル）は、柏崎高校が文部科学省から「理

科や科学をもっとがんばる学校」として

選ばれている取組です。高校では、全校

の生徒が「ふしぎだな」「もっと知りたい

な」と思ったことを、自分で調べて発表

する活動をしています。 

また、「総合知（そうごうち）」とは、いろ

いろな教科や分野の知識をうまく組み

合わせて、むずかしい問題を自分で考え

て解決する力のことです。 

朝学習 8:20 〜 8:30
朝学活 8:30 〜 8:40
１限 8:40 〜 9:35
２限 9:45 〜 10:40
３限 10:50 〜 11:45
清掃 11:45 〜 12:05

昼食・休憩 12:05 〜 12:50
４限 12:50 〜 13:45
５限 13:55 〜 14:50
６限 15:00 〜 15:55

終学活 15:55 〜 16:00

教育課程 

中学校では、このような児童を求めています 

入学者選抜 

お問い合わせ先 
新潟県立柏崎高等学校 
〒945-0065 柏崎市学校町４番１号 
電話 0257-22-4195 
教頭 河内 一修 

Ｑ ＆ Ａ 生徒主体で「服装自由化」を制定し、「自主自律」を校風としています。 

○ 募集区分  募集学級：１学級  通学区域：県下一円 
  ※ 募集人数については、新潟県教育委員会が発表します。 
○ 選考検査の内容 適性検査、面接 

（適性検査サンプル問題 https://www.pref.niigata.lg.jp/site/kyoiku/1222020127602.html） 
○ 小学校ごとの学校説明会・・・令和７年９月～１0 月（予定） 

※ 小学校６年生児童とその保護者を対象に、各小学校で学校生活について説明します。 
○ 入学者選抜選考検査・・・令和７年１２月１３日（土） 
○ 選抜結果通知・・・・・・・・・令和７年１２月１８日（木）（予定） 

月 火 水 木 金

1 国語
技術・

家庭
数学 道徳 理科

2 体育 数学
音楽・

美術
理科 社会

3 英語 国語 社会
技術・

家庭
英語

4 社会 体育 体育 数学 国語

5 数学 総合 国語 英語
音楽・

美術

6 理科 英語 委員会 学活

日課 
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新潟県立柏崎高等学校附属中学校（仮称） Q&A集（令和７年１０月３１日現在） 

〇 入学者選抜については、新潟県教育庁高等学校教育課ホームページ「県立中高一貫教育校入学者

選抜関連」をご覧ください。URLは以下のとおりです。 

（https://www.pref.niigata.lg.jp/site/kyoiku/1222020127602.html） 

〇 入学者選抜に関する個別のご質問につきましては、小学校を通じて県教育庁高等学校教育課まで

お問い合わせいただきますようお願いいたします。 

入

学

者

選

抜 

Ｑ．入学者選抜で、地域ごとの合格者割合などの設定はありますか？ 

Ａ．地域ごとの合格者枠や割合の設定はありません。 

Ｑ．小学校の欠席日数が多いと不利になりますか？ 

Ａ．入学者選抜においては、校長が、選考検査の結果及び「調査書」を基本資料とし、「入学者

選抜会議」を経て、入学者を選抜することとしており、欠席日数が多いことのみをもって不

利になることはありません。 

Ｑ．選抜において、調査書と当日の検査の割合・比率はどのくらいですか？ 

Ａ．選考検査の結果及び「調査書」を資料とし、総合的に判断します。参考までに、調査書の

様式は県教育庁高等学校教育課ホームページに掲載しています。 

Ｑ．面接はどのような実施方法になりますか？ 

Ａ．入学者選抜の検査等詳細については、県教育庁高等学校教育課ホームページに掲載の「入

学者選抜要項」をご確認ください。附属中学校の面接実施方法については、複数面接（集団

面接）を予定しています。このことについて、学校が志願者に配付する文書にも記載するこ

ととしていますので、改めてご確認ください。 

Ｑ．適性検査にはどのような問題が出題されますか？ 

Ａ．志願者の適性を適切に測ることができる問題が出題されます。県教育庁高等学校教育課ホ

ームページにサンプル問題を掲載しているので参考にしてください。 

Ｑ．募集人数は、翌年度以降に変更される可能性はありますか？ 

Ａ．文部科学省の方針により、公立中学校は１学級 35人を標準としています。募集学級数につ

いては、毎年６～７月頃に公表する「県立高校等再編整備計画」で向こう４か年分の見込み

を示しており、令和 11年度までは１学級募集の計画です。 

Ｑ．募集定員に満たない場合、追加募集はありますか？ 

Ａ．高校の入学者選抜のような「欠員補充のための２次募集」は実施しません。 

https://www.pref.niigata.lg.jp/site/kyoiku/1222020127602.html


2 

 

Ｑ．本検査当日、体調不良などで受験できない場合はどうしたらよいですか？ 

Ａ．本検査当日、身体・健康上の理由などで、やむを得ず、本検査を受検できない場合は、必

要な手続きを行うことで 12 月 20 日（土）に実施する追検査を受検することができます。詳

しくは、入学者選抜要項をご覧ください。入学者選抜要項は、県教育庁高等学校教育課ホー

ムページにも掲載しています。 

なお、追検査を実施する場合、合格発表日の変更について 12 月 17 日（水）に新潟県教育

庁高等学校教育課、柏崎高校のホームページ及びウェブ出願システムにて公表します。 

Ｑ．入学者選抜に向けて、小学生のうちにどのようなことをしておけばよいですか？ 

Ａ．当校のアドミッション・ポリシー（入学者受入れ方針）として、次のような児童を求めて

います。 

・自ら進んで、学習や課題に根気よく取り組む児童 

・仲間を尊重し、互いに協力し、高め合うことができる児童 

・自主自律の精神を持ち、チャレンジ精神旺盛な児童  

こうした点を意識しながら普段の学校生活を大切に過ごしていただけたらと思います。 

授

業 

Ｑ．附属中学校単独の行事や海外研修はありますか？ 

Ａ．附属中学校単独の海外研修や国際交流実施に向けて、現在検討を進めています。なお、柏

崎高校と合同で実施する行事（体育祭、文化祭など）のほか、柏崎翔洋中等教育学校前期課

程と合同で実施する行事（合唱コンクール）も検討しています。 

Ｑ．少人数授業は行いますか？ 

Ａ．数学や英語などの教科で行うことを想定しています。 

Ｑ．調べ学習では、どんな場所を使いますか？学校以外で学習できる環境はありますか？ 

Ａ．ソフィアセンター（市立図書館）と連携協定を締結しており、必要に応じて利用できます。

調べ学習でソフィアセンターを活用することもあります。 

進

級

・

進

学 
Ｑ．高校進学時、他の中学校から入学した生徒と授業の進度に違いが生じませんか？ 

Ａ．附属中学校は、高校の教科書内容を先取り学習するのではなく、深く学ぶ方針のため、進

度に違いはありません。中学校の授業の中で、一部発展的な内容（高校学習内容）に取り組

むことを想定しています。 

Ｑ．「定期考査」がないということですが、成績は何で評価されますか？ 

Ａ．全ての教科・科目を数日間に集めて実施する「定期考査」は行わない方向です。１学級の

ため、同一期間に一斉の考査を実施する必要がないことから、各教科の授業の中で、単元が

終わった段階などに「確認テスト」や「評価テスト」等を行う形を想定しています。これら

の成果を積み重ね、日常の学習状況とあわせて総合的に成績を評価する方法を検討していま

す。 

Ｑ．中学３年から高校１年になる時に、「進級・進学テスト」のようなものはありますか？ 

Ａ．ありません。全員が柏崎高校へ進学します。 

Ｑ．中学校の卒業式はありますか？ 

Ａ．附属中学校として卒業式を実施する予定です。 
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Ｑ．柏崎高校以外への進学希望時はサポートしてもらえますか？ 

Ａ．附属中学校は、柏崎高校への進学を前提とした６年間の一貫教育を行う学校です。 

「６年間を通じた学び」の趣旨をご理解のうえで入学をご検討ください。なお、中学校３年

間のまとめとして、海外研修や国際交流活動など、柏崎高校への接続を見据えた取組を予定

しています。 

Ｑ．柏崎高校卒業後の進路はどのような割合ですか？ 

Ａ．全体の約８割が大学進学です。令和７年春は、国公立大学が約 30％、私立大学が約 51％、

専門学校が 13％、短大が１％、その他が５％です。生徒一人ひとりが自分の希望する進路を

見つけ、実現できるよう、教職員がしっかりと支援しています。 

学

校

生

活 

Ｑ．朝学習では、どのようなことを行いますか？ 

Ａ．朝学習は、一日の学習に向けて気持ちや生活のリズムを整える時間として位置づけていま

す。現在は、朝読書や生活の振り返り記入などを検討しています。 

Ｑ．携帯電話の持込みは可能ですか？ 

Ａ．携帯電話の持込みについては、通学距離が長い生徒や保護者との連絡が必要な場合もある

ことから、学校としても必要性を認識しています。現在、校内での保管方法や使用ルールな

ど、適切な運用方法について検討を進めているところです。 

Ｑ．中学生の部活動はどうなりますか？ 

Ａ．部活動は豊かな人間性を育むうえで大切だと考えておりますが、現在、校区の中学校にお

いては、「部活動から地域クラブ等への移行」という国・文部科学省の方針を踏まえて検討を

進めています。現時点では、運動部・文化部ともに学校単独での設置は予定しておらず、柏

崎地区の地域クラブや地域の活動団体へ参加する形を基本と考えています。ただし、高校生

と一緒に取り組むことができる部活動や大会参加の可能性も引き続き検討してまいります。 

Ｑ．放課後の過ごし方はどうなりますか？ 

Ａ．16時に終学活が終わる予定です。その後、生徒会の活動や、自主学習、教員への質問、図

書室の利用などを行うことができます。もちろん、すぐに帰宅して自分の時間をつくること

も可能です。 

Ｑ．中学生のサポート体制について、来年度は中学２・３年生がいないため、先輩は高校１年生にな

ります。年齢差が大きく、相談しづらいのではないでしょうか？ 

Ａ．初年度は中学１年生のみで、確かに高校生との年齢差がありますが、高校生との交流や連

携を通じて、安心して学校生活を送れるようなサポート体制を整えます。生徒会活動や学校

行事、縦割班活動など、中高が一体となって関われる機会を設け、高校生が中学生を支援で

きるような工夫を検討しています。 
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保
護
者
の
関
わ
り  

Ｑ．保護者が関わる活動（ＰＴＡ、行事等）はありますか？ 

Ａ．附属中学校におけるＰＴＡ活動の在り方については、現在、検討を進めているところです。

参考までに、柏崎高校では毎年、ＰＴＡ役員の方々が文化祭に出展し、食品販売などを行っ

ています。 

中

高

一

貫 

Ｑ．「併設型中学校」と、「中等教育学校」との違いは何ですか？ 

Ａ．併設型中学校は、入学者選抜なしで併設型高等学校に接続する形の中高一貫教育校です。

高校入学時に他の中学校からの生徒と一緒になる点が、中等教育学校とは異なります。 

Ｑ．中学校と高校の先生は別ですか？ 

Ａ．中学校の先生と高校の先生が互いに協力して指導にあたります。柏崎高校の先生も中学生

の指導にあたります。 

Ｑ．高校の先生が中学生を指導するにあたり、研修等を受けますか？ 

Ａ．近隣の中等教育学校での研修などを実施する予定です。附属中学校の設置にあたっては、

中学校籍の教員も配置され、中学・高校の教員が互いに連携しながら指導にあたります。ま

た、高校の教員の多くは中学校の教員免許を所有しており、研修をとおして中学生への指導

に必要な視点を共有していきます。 

施

設

・

設

備 

Ｑ．校舎は高校生と同じ建物を使用しますか？中学生の教室はどこですか？ 

Ａ．自教室は、高校生の教室と同じ棟です。２・３・４階に１学級ずつ配置し、１年生は２階

の予定です。また、今年度中に校舎の一部を改修し、「ランチルーム」「技術家庭室」「選択教

室」を整備します。 

Ｑ．柏崎高校のプールは水球用で、水深が２ｍありますが、中学生のプール授業はどうするのです

か？ 

Ａ．水泳の授業については、学校から徒歩でおよそ５分程度の距離にある近隣のプール施設を

活用して実施する予定です。安全面に十分配慮しながら、１日で複数回分の授業をまとめて

行う形を想定しています。 

 


